
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

通常 45 分の授業を、15 分ごとの３つに分ける短時間学習のことです。３回のモジュール学習で１回分の授

業としてカウント可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の「学習内容の基礎基本の定着」と「短時間学習による集中力の向上」を目指します！ 

 

 

○毎週、水・木・金の朝にモジュール学習を取り入れます。 
○カレンダーの曜日設定や学校行事等のため、水・木・金にモジュール

学習ができない場合は、月曜日や火曜日の別の曜日に振り替えます。 
○週に３回モジュール学習ができない場合は、行いません。 
○モジュール学習の時間は、国語科の漢字や音読、算数科の計算等の基礎基本的な学習内容に取り組みます。（た

だし、１年生のスタート期（４～５月）は、学校生活に慣れるための活動を取り入れることもあります。） 

 

 

上記の条件で、令和６年度の年間計画に沿って計算してみると… 

モジュールが実施できる日は、およそ 123 日！およそ４１時間分の授業時間 

としてカウントすることができます。 

 

 

モジュール学習の導入に伴い、学習指導要領で定める標準授業時数と照らし合わせた結果、裏面のように日課

表を変更します。 
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校長 奥泉 憲 

令和６年度より短い時間での学習（モジュール学習）を始めます！ 

モジュール学習って何？ 

どうしてモジュール学習を始めるの？ 

朝自習の時間を授業時間に置き換えます。１回 15 分の授業

を３回行うことで、45 分の１コマの授業として扱います。 

学習指導要領にも「短い時間を活用して行う指

導」についての記載があります。 

どうやってモジュール学習に取り組むの？ 

学校での生活は、どのように変わるの？ 

令和６年度にモジュール学習はどれくらいの時間できそうなの？ 

水  木  金 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表の見方】 
■モジュールの欄の「△」は 15 分。「△」が３

つで「○」１つ（１コマ）分です。 

■   の枠は、今年度からの変更点（削除した

時間）です。 

【日課表の主な変更点】 

○給食開始時刻が 10 分遅くなります。（朝ごはん、し

っかり食べてきましょう！） 

○火曜日の日課を他の曜日に合わせます。（これまで

は、火曜日のみ 10 分早い下校でした。） 

○ロング昼休みを水曜日に移動し、10 分延長します。 

 

【学年別曜日別 時間配当の主な変更点】 
○１年月曜：５校時→４校時（金曜は 12 月まで４校時） 

○２年木曜：６校時→５校時（月曜は 12 月まで４校時） 

○３～６年金曜：６校時→５校時 

○モジュール学習導入の趣旨やそれにともなう日課表の

変更等については、学校で児童へも周知します。 

 

○昨年度に引き続き、日課表が変更となってしまい、申

し訳ありません。新たな日課表での学校生活に児童が一

日も早く慣れることができるよう、支援していきます。 

お問い合わせ先 

海老名小学校 教務担当 風間 

電話：046-231-2019 

ご理解、ご協力を 

お願いいたします。 


